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子供の手紙 r苦しいんです，助けて下さい。休みが終わる前の日になると死にたく
なる。親は我慢しろ，もう少しと言うのですが何時まで我慢するのですかj
・子が自死した母 r世間体が悪いから学校へ行けと言う夫に疑問を持ちつつ気兼ねし
て，お母さんの為にも行ってよ と言ってしまった。お母さん本当に今日行かなくては
いけないの甘やかすんじゃないよ，俺だってこんな思いで働いているとの夫の声が耳
い聞こえてきて，行きなさいと言ってしまったj 娘は汽車に飛び込んだ。
「世界中を敵に回しでも 行かなくていい と言わなかったのかJと言う母。
たった一人で、いし、から「良いんだよJと言ってやれる大人になって下さい。自分の中
の学校信仰，学歴信仰はマインドコントロールの一つ，言はなければ声・の小さい側が
いつも いつも泣きを見る社会は続いていく。人権の大切さを知った子は大人になって
人権を守る人になる
NO.lb5"-2 
女に生まれた私 r女なのに一一Jと言うのは女を男の下に見ていること。
いずれ老いると皆，障害者になる。障害者につらい社会は誰にでもつらい社会。
高齢の人が歳をとっているが故に悲しい思いをする社会は20才の貴方にとっても良く
ない社会。女であることで何等かの不自由さを感じる社会は私にとっても良くない社会。
今年3月1日 住民票が変わった。嫡出の子も非嫡出の子も「子Jと同じように記載
される様になった。手紙を一つ読みます。 r興奮しています，残念なのは母がこの記事
を見られなかった事です。私は婚外子です。当時母はふしだらといじめにあい私を連れ
て引っ越し大衆食堂で働いていましたが，ある日私が母の職場に行ってうかつに「お母
さんJと呼んでしまいました。翌日母はセクハラによって職場をやめました。高卒で不
採用になった時，愛した男と結婚出来なかった時，私は母を責めました。 rあなたの父
は誇りにしていい人よj と病んだ母は入院の前日父の住所を教えてくれましたが，父か
らは連絡はありませんでした。今，落合さんの談話が載っている記事を供えて，この人
が言っていることが私の言いたかった事よ と母に話しかけていますj
差別のある社会は平和な社会ではない。女の問題が後回しにされたのは女が黙ってい
たから，口を開くとモグラ叩きにあったから。
オーストラリアの女性達の歌 最初は父だった，最後は息子だった，
その聞に夫もドラムの音に見送られ鉄砲担いで
戦場にいった，母は一度も疑問におもわなかった，
耐える事，従順である事，受け身である事を教えら
れていたから，その通りに生きていたから，
小さな娘が女になり，息子の母になった，
おかあさん大好きです，でも私たちはあなたの人
生をくりかえさない，待ちつずける人生はいや，
おかしいと，思った事は，たった一人でも手を挙げら
れる強い人になりたい，なぜなら貴女の人生は
あまりにも悲しすぎるから。
フランスの核実験，長崎の人はどうするのですか。命と人権から見る，この感覚を自分
のなかに育てて行けるかが，成熟する国に成る為に必要です。 rそう言っても社会は変
わらない」という人は アメリカの公民権運動のパス・ボイコットをしたローザ・パー
クスを思い出してください。 r黒人は白人の下，男より女は下，というのに疲れていた
から あの行動をしたのですJ 生き生きと自分を生きようとするには，それを阻む物
と闘うしか生き生きと生きる道はないのです。
最後に この言葉を「倒れる前のずる休み，休みとろうよ，燃え尽きる前にJ
女はこの視点を大切に。
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